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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
累計期間

第63期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 17,164,646 19,078,219 22,966,612

経常利益 （千円） 1,598,721 2,463,476 2,069,722

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 942,293 1,686,745 1,304,696

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 968,754 1,678,223 1,345,005

純資産額 （千円） 8,602,945 10,184,223 8,979,196

総資産額 （千円） 14,574,972 15,854,916 14,695,017

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 90.84 162.60 125.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.0 64.2 61.1

 

回次
第63期

第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 51.03 69.46

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より、非連結子会社でありました台灣北壽心股份有限公司（セグメント名称「そ

の他」）は重要性が増したため連結の範囲に含めております。また、当第３四半期連結会計期間において、連結子

会社である株式会社シュクレイと香港Handmade Dessert Limitedとの合弁会社Honey Sucrey Limitedを持分法適用

の範囲に含めております。前連結会計年度末において清算中でありました株式会社ジャパルシー（セグメント名称

「その他」）は、平成27年８月に清算結了いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成27年12月15日開催の取締役会において、株式会社明治の100％子会社、株式会社ロンドが保有する株

式会社フランセの全株式を取得し、子会社化することを決議し、同日付で株式会社明治と株式譲渡契約を締結しまし

た。なお、当該譲渡契約に基づき平成28年１月22日に同社の株式を取得しております。

　詳細につきましては、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項　（重要な後発事象）」に記載の

とおりであります。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ（当社及び当社の関係会社）が

判断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における事業環境は、インバウンド（訪日外国人旅行客）の増加の勢いは依然として

力強く推移し、また、消費マインドは消費税増税の影響が一巡し、持ち直しの兆しが見られます。一方で企業間競

争の激化や原材料価格の高止まりなどコスト増加が懸念されるなど、依然として先行き不透明な状況で推移してお

ります。

　このような状況のもと、当社グループは『ＷＳＲ』＝『ワールド　サプライジング　リゾート宣言』（世界へ、

ありえないほどの驚きの、超感動を提供する）を経営スローガンとして掲げ、マーケット特性にマッチしたプレミ

アム・ギフトスイーツの提供、売場・接客サービスの向上、イベント・キャンペーン展開の推進などに取り組んで

まいりました。また、当面の重点施策として首都圏エリアでのＷＳＲ展開の推進、インバウンド対策の強化、アジ

アを中心とした海外における事業モデルの構築などに注力いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、消費税増税の影響の一巡や６年ぶりとなる９月のシルバー

ウィークなど外部環境の改善傾向も追い風になり、積極的な事業施策の遂行により19,078百万円（前年同期比

11.1％増）となりました。利益面におきましても、増収効果に加え、生産効率の改善や経費の効率的使用に努めた

ことにより営業利益は2,428百万円（前年同期比53.9％増）、経常利益は2,463百万円（前年同期比54.1％増）とな

りました。また、親会社株式に帰属する四半期純利益は経常利益の増益に加え、税務上の繰越欠損金にかかる繰延

税金資産の追加計上により税金費用が減少したため1,686百万円（前年同期比79.0％増）となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間より、重要性が増した台灣北壽心股份有限公司を連結の範囲に含めております。

 

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

①　ケイシイシイ

　「ルタオ」を擁するケイシイシイは、昨年３月にリニューアルした主力商品「ドゥーブルフロマージュ」のキャ

ンペーン展開の推進、新千歳空港をはじめとする道内卸展開及びインバウンド対策の強化などに注力いたしまし

た。また、海外展開では、昨年４月に韓国のパートナー企業とライセンス契約し、韓国ソウルにルタオ１号店を出

店いたしました。その結果、売上高は、6,358百万円（前年同期比7.7％増）、営業利益は776百万円（前年同期比

31.6％増）となりました。

②　寿製菓

　寿製菓は、山陰地区が低調に推移した一方、「ラングドシャ」や「フィナンシェ」など焼き菓子系商品を中心に

代理店向け及びグループ会社向けの売上高が堅調に推移した結果、売上高は6,567百万円（前年同期比9.8％増）、

営業利益は674百万円（前年同期比19.7％増）となりました。

③　販売子会社

　販売子会社は、駅・空港・ＳＡなどの交通拠点チャンネルを中心に、主力商品及び新商品の売場獲得などに注力

いたしました。主要地域では、関西地区が関西国際空港での販売強化などにより増収となったほか、福岡地区にお

きましても、前期投入の新商品「まっかな苺のラングドシャ」の拡販強化が寄与し、堅調に推移いたしました。そ

の結果、売上高は3,762百万円（前年同期比10.6％増）、営業利益は282百万円（前年同期比57.5％増）となりまし

た。

④　九十九島グループ

　九十九島グループは、昨年10月にららぽーと海老名にフレンチトースト専門店「Ivorish（アイボリッシュ）」

を新規出店したほか、12月にはＪＲ博多駅の商業施設「マイング」のリニューアルに伴い、「赤い風船マイング

店」を増床リニューアルするなど、店舗ブランドの展開強化に注力いたしました。その結果、売上高は2,702百万

円（前年同期比4.4％増）、営業利益は121百万円（前年同期比12.2％減）となりました。

⑤　但馬寿

　但馬寿は、主力商品の「遊月亭の黒豆茶」を中心に通信販売の強化に注力いたしました。その結果、売上高は

808百万円（前年同期比0.1％減）、営業利益は45百万円（前年同期比2.6％増）となりました。
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⑥　シュクレイ

　シュクレイは、「ザ・メープルマニア」をはじめとする各ブランド訴求力の向上を図るため、イベントによる店

頭販促の充実、催事の推進、接客力の強化に注力いたしました。また、海外展開では香港に合弁会社を設立し、昨

年12月に「東京ミルクチーズ工場」の上環（シェンワン）店を出店するなど香港での展開をスタートいたしまし

た。その結果、売上高は、2,760百万円（前年同期比33.6％増）となり、営業利益は324百万円（前年同期比

150.2％増）となりました。

⑦　その他

　その他は、損害保険代理業、健康食品事業、海外（台湾）における菓子事業が含まれております。第１四半期連

結会計期間より台灣北壽心股份有限公司を連結の範囲に含めたことにより、売上高は168百万円（前年同期比

736.1％増）となり、営業損失は37百万円（前年同期は営業損失52百万円）となりました。

 

(2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、15,854百万円となり、前連結会計年度末と比べ1,159百万円増

加しました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加（820百万円）、商品及び製品の増加（194百万円）、現金及

び預金の減少（119百万円）などの要因によるものです。

　負債は、5,670百万円となり、前連結会計年度末と比べ45百万円減少しました。主な要因は、支払手形及び買掛

金の増加（330百万円）、未払法人税等の増加（314百万円）、借入金の減少（503百万円）、賞与引当金の減少

（204百万円）などの要因によるものです。

　純資産は、10,184百万円となり、前連結会計年度末と比べ1,205百万円増加いたしました。主な要因は、四半期

純利益の計上による増加（1,686百万円）、配当金の支払いによる減少（414百万円）などによるものです。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ3.1ポイント増加し、64.2％となり、１株当たりの純資産

は981円77銭となりました。

 

(3）事業上及び財政上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、35,752千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）従業員数

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数に著しい増減はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,400,000

計 30,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,373,840 10,373,840
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 10,373,840 10,373,840 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
 （株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 10,373,840 － 1,217,800 － 550,269

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　　　500 － －

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式　10,371,700 103,717 －

単元未満株式 普通株式 　　　1,640 － －

発行済株式総数 10,373,840 － －

総株主の議決権 － 103,717 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数60個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

寿スピリッツ株式会社
鳥取県米子市旗ヶ崎

２０２８番地
500 － 500 0.00

計 － 500 － 500 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,755,418 2,636,038

受取手形及び売掛金 2,337,691 3,157,911

商品及び製品 639,392 834,179

仕掛品 32,110 35,755

原材料及び貯蔵品 353,414 400,959

その他 510,800 493,640

貸倒引当金 △22,665 △36,186

流動資産合計 6,606,160 7,522,296

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,091,537 3,075,641

機械装置及び運搬具（純額） 847,733 1,058,058

工具、器具及び備品（純額） 247,631 258,524

土地 2,500,667 2,500,667

リース資産（純額） 6,475 11,831

建設仮勘定 11,385 5,163

有形固定資産合計 6,705,428 6,909,884

無形固定資産 102,565 123,468

投資その他の資産   

その他 1,297,908 1,315,026

貸倒引当金 △17,044 △15,758

投資その他の資産合計 1,280,864 1,299,268

固定資産合計 8,088,857 8,332,620

資産合計 14,695,017 15,854,916

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 807,578 1,138,098

短期借入金 1,450,000 1,150,000

1年内返済予定の長期借入金 258,672 164,816

未払法人税等 241,871 556,860

賞与引当金 441,723 237,095

その他 1,059,689 1,042,692

流動負債合計 4,259,533 4,289,561

固定負債   

長期借入金 316,513 207,350

退職給付に係る負債 920,639 967,385

その他 219,136 206,397

固定負債合計 1,456,288 1,381,132

負債合計 5,715,821 5,670,693
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,217,800 1,217,800

資本剰余金 1,323,161 1,323,161

利益剰余金 6,378,767 7,592,558

自己株式 △543 △785

株主資本合計 8,919,185 10,132,734

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 60,011 49,358

為替換算調整勘定 － 2,131

その他の包括利益累計額合計 60,011 51,489

純資産合計 8,979,196 10,184,223

負債純資産合計 14,695,017 15,854,916
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 17,164,646 19,078,219

売上原価 8,114,728 8,614,518

売上総利益 9,049,918 10,463,701

販売費及び一般管理費 7,471,540 8,034,907

営業利益 1,578,378 2,428,794

営業外収益   

受取利息 189 429

受取配当金 3,311 3,588

受取地代家賃 12,034 13,739

受取補償金 － 7,581

その他 31,997 26,454

営業外収益合計 47,531 51,791

営業外費用   

支払利息 16,304 10,259

その他 10,884 6,850

営業外費用合計 27,188 17,109

経常利益 1,598,721 2,463,476

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,809

固定資産売却益 354 525

特別利益合計 354 2,334

特別損失   

固定資産売却損 － 2,144

固定資産除却損 8,953 12,055

減損損失 11,513 8,698

特別損失合計 20,466 22,897

税金等調整前四半期純利益 1,578,609 2,442,913

法人税等 636,316 756,168

四半期純利益 942,293 1,686,745

親会社株主に帰属する四半期純利益 942,293 1,686,745
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 942,293 1,686,745

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 26,461 △10,653

為替換算調整勘定 － 2,131

その他の包括利益合計 26,461 △8,522

四半期包括利益 968,754 1,678,223

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 968,754 1,678,223
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間より、台灣北壽心股份有限公司は重要性が増したため、連結の範囲に含めておりま

す。また、前連結会計年度に連結子会社でありました株式会社ジャパルシーは平成27年８月に清算したため、第

２四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。ただし、清算結了までの損益計算書は連結してお

ります。

 

（持分法適用の範囲の変更）

　当第３四半期連結会計期間より、当社の連結子会社である株式会社シュクレイと香港Handmade Dessert

Limitedとの合弁会社Honey Sucrey Limitedを持分法適用の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更等）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業活動に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日）

　減価償却費 　470,437千円 　498,936千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 414,937 40.00 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 414,935 40.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日 至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

 ケイシイ

シイ
寿製菓 販売子会社

九十九島

グループ
但馬寿 シュクレイ 計

売上高        

外部顧客への売上高 5,167,545 3,946,530 3,400,364 2,347,812 217,526 2,065,824 17,145,601

セグメント間の内部

売上高又は振替高
738,467 2,033,037 1,935 241,352 592,549 － 3,607,340

計 5,906,012 5,979,567 3,402,299 2,589,164 810,075 2,065,824 20,752,941

セグメント利益

（△は損失）
590,140 563,953 179,624 138,873 44,307 129,763 1,646,660

 

    

 
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損益

計算書計上額(注)3

売上高     

外部顧客への売上高 19,045 17,164,646 － 17,164,646

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,104 3,608,444 △3,608,444 －

計 20,149 20,773,090 △3,608,444 17,164,646

セグメント利益

（△は損失）
△52,038 1,594,622 △16,244 1,578,378

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業及び健康食品

事業並びに通販基幹業務システムサービス事業が含まれております。

　　　２．セグメント利益（△は損失）の調整額△16,244千円は、当社とセグメントとの内部取引消去額479,477千

円、セグメント間取引消去額16,144千円、たな卸資産の調整額△42,835千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△469,030千円であります。全社費用は、主に提出会社におけるグループ管理に係る費用であ

ります。

　　　３．セグメント利益（△は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「シュクレイ」セグメントにおいて、店舗の閉店が決定されたことにより、回収可能性が認められなく

なった事業資産に係る減損損失を特別損失に計上しております。なお、当該減損損失計上額は11,513千円

であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

 ケイシイ

シイ
寿製菓 販売子会社

九十九島

グループ
但馬寿 シュクレイ 計

売上高        

外部顧客への売上高 5,567,108 4,176,763 3,758,662 2,424,368 223,796 2,760,039 18,910,736

セグメント間の内部

売上高又は振替高
790,929 2,390,441 3,698 278,484 585,082 － 4,048,634

計 6,358,037 6,567,204 3,762,360 2,702,852 808,878 2,760,039 22,959,370

セグメント利益

（△は損失）
776,718 674,926 282,908 121,887 45,467 324,678 2,226,584

 

    

 
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損益

計算書計上額(注)3

売上高     

外部顧客への売上高 167,483 19,078,219 － 19,078,219

セグメント間の内部

売上高又は振替高
989 4,049,623 △4,049,623 －

計 168,472 23,127,842 △4,049,623 19,078,219

セグメント利益

（△は損失）
△37,200 2,189,384 239,410 2,428,794

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業及び健康食品

事業並びに海外（台湾）における菓子事業が含まれております。

　　　２．セグメント利益（△は損失）の調整額239,410千円は、当社とセグメントとの内部取引消去額688,306千

円、セグメント間取引消去額13,614千円、たな卸資産の調整額△41,140千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△421,370千円であります。全社費用は、主に提出会社におけるグループ管理に係る費用であ

ります。

　　　３．セグメント利益（△は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「九十九島グループ」セグメントにおいて、店舗の閉店が決定されたことにより、回収可能性が認めら

れなくなった事業資産に係る減損損失を特別損失に計上しております。なお、当該減損損失計上額は

8,698千円であります。
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（金融商品関係）

       著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 90円84銭 162円60銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
942,293 1,686,745

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
942,293 1,686,745

普通株式の期中平均株式数（株） 10,373,373 10,373,336

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（取得による企業結合）

　当社は、平成27年12月15日開催の取締役会において、株式会社明治の100％子会社株式会社ロンドが保有する株

式会社フランセの全株式の取得を決議し同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。これに伴い、同社は株式取得

日である平成28年１月22日付で当社の子会社となりました。

 

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　株式会社フランセ

事業の内容　　　　「ミルフィユ」をはじめとする洋菓子類の製造・販売

（2）企業結合を行った主な理由

関東圏での展開強化及び強固な経営基盤の構築を目的としております。

（3）企業結合日（株式取得日）

平成28年１月22日

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

（5）結合後企業の名称

名称に変更はありません。

（6）取得した議決権比率

企業結合直前に所有していた議決権比率　　　0％

取得後の議決権比率　　　　　　　　　　　100％

（7）取得する株式の数

普通株式　230,000株

（8）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式会社フランセの株式を取得したためであります。

２．被取得企業の取得原価

取得の対価 0千円

取得原価 0千円

３．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用　　　10,000千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

（多額な資金の借入）

　当社は、株式会社フランセの借入金の返済及び運転資金に使用するための貸付資金として、平成28年１月21日に

以下の借入を実行しております。

 

１．借入先の名称

株式会社山陰合同銀行、株式会社鳥取銀行、株式会社商工組合中央金庫

２．借入金額

1,350,000千円

３．借入条件

固定金利

４．実施時期

平成28年１月21日

５．借入期間

５年

６．担保提供資産又は保証の内容

なし

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月５日

寿スピリッツ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂東　正裕　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　英俊　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている寿スピリッツ株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日か

ら　平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、寿スピリッツ株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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